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【形状・構造及び原理等】
本コードは、表面電極クリップを備えている。

図　表面電極用刺激電流コードの外観

【使用方法等】
１．準備

TOFウォッチを使用する場合

表面電極用刺激電流コードのクリップを、手首（手の
ひら側）の尺骨神経の位置に貼り付けた表面電極に接
続する。
加速度トランスデューサを使用するときは、これを所
定の位置に取り付ける。
表面電極用刺激電流コードをメインケーブル（兼用）に
接続する。
加速度トランスデューサを使用するときは、これをメ
インケーブル（兼用）に接続し、これをTOFウォッチに
接続する。

TOFウォッチSXを使用する場合

表面電極用刺激電流コードのクリップを、手首（手の
ひら側）の尺骨神経の位置に貼り付けた表面電極に接
続する。
加速度トランスデューサ、表面温度センサーを使用す
るときは、これを所定の位置に取り付ける。
表面電極用刺激電流コードをメインケーブル（兼用）
に接続する。
加速度トランスデューサ、表面温度センサーを使用す
るときは、これらをメインケーブル（兼用）に接続し、
これをTOFウォッチSXに接続する。

２．操作方法

TOFウォッチ使用時、加速度トランスデューサを使用する
場合又はTOFウォッチSX使用時、加速度トランスデュー
サ、表面温度センサーを使用する場合

電源ボタンを 1秒以上押して電源を入れる。
表示画面の電池表示で電池が充分であることを確認す
る。

刺激の設定及び刺激に対する反応（収縮）による筋弛緩
薬の効果の評価については、TOFウォッチまたは
TOFウォッチSXの添付文書又は取扱説明書をご参照
ください。

末梢神経刺激装置としてのみ使用する場合

電源ボタンを 1秒以上押して電源を入れる。
表示画面の電池表示で電池が充分であることを確認す
る。
刺激電流の強さの調節及びDBS刺激の詳細について
は、TOFウォッチまたはTOFウォッチSXの添付文書
又は取扱説明書をご参照ください。

【使用上の注意】
１．一般的注意事項

機器を使用する前に、次の点に注意すること。
本コードの接続が正確かつ安全であること。

２．機器特有の注意事項
電極が他の装置に接触していないことを確認すること。
電極は、カテーテル等に接触しないように絶縁物質で
カバーしておくこと。
本コードは、摩損や裂け目がないか、使用前に確認す
ること。
刺激が停止しているとき以外は電極に触れないこと。
患者への高周波手術機械の同時接続は、電極位置での
火傷や、皮膚障害を生じるので注意すること。

【保管方法及び有効期間等】
保管に際しては、次の点に注意すること。
付属品、コード等は、清浄にした後、整理して保管する
こと。
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高度管理医療機器、特定保守管理医療機器
機械器具（24）知覚検査又は運動機能検査用器具
神経探知刺激装置、JMDNコード：35723003
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製 品 名 承認番号
TOFウォッチ 21100BZY00162000
TOFウォッチSX 21300BZY00521000

TOFウォッチ又はTOFウォッチSXの取扱説明書を必ずご参照ください

【製造販売業者及び製造業者の氏名又は名称等】
製造販売業者

外国製造業者

※


